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台湾と日本の人々の生活の記憶が
重なり合う公共空間
植民地統治期に台湾で布教を展開した日本仏教は８宗14
派に及びます。西本願寺広場は、京都の西本願寺を本山と
する浄土真宗本願寺派が1901年以降布教の根拠地とした
台湾別院（1929年までは台北別院）の跡地を整備した公共
空間です。1931年に落成した本殿（1975年に焼失）は、植
民地期において台湾最大規模の木造宗教建築物でした。
戦後、日本人僧侶が引き揚げた後、1949年に国共内戦で
国民党関係者が台湾に流入してくると、旧本殿は新興宗
教・理教の本部となり、旧境内はバラックで溢れる眷村（中
国大陸から台湾に渡ってきた軍人とその家族の生活の場）
へと変貌します。2005年以降、不法建築を撤去した上で、
鐘楼、樹心会館、輪番所、本殿台座などが修復され、現在
の姿になりました。

近年、植民地期の建築物が古跡や歴史的
建造物に指定されるようになりました。しか
し、決して日本のものだから保存されている
わけではありません。西本願寺の場合、本
殿は落成から焼失までの44年の中で、日本
の仏教施設として用いられていたのはわずか
14年でした。また、旧境内は1949年から
2005年まで50年以上にわたり眷村として使
われてきました。つまり、西本願寺広場は、
さまざまな理由でかつてこの地にやってきた
日本、中国大陸の人々、またそれを見つめて
きた台湾の人々の生活の記憶が重なり合う
場であり、それこそが台湾の歴史を具現す
るものだからこそ、保存する価値があるとみ
なされているのです。

どうして西本願寺の遺構が保存
されることになったのですか？

2.

西本願寺は植民地期当初、漢民族に向け
て積極的に布教を行いましたが、僧侶の妻
帯、肉食を可とする浄土真宗は、僧侶の非
婚、菜食が大原則の台湾の仏教信者にとっ
て全く受け容れ難いものでした。また、総督
府も漢民族の信仰に積極的に介入しません
でした。その後、日本本土から台湾に渡る
人 （々内地人）が徐々に増加すると、葬儀や
法事の需要が増え、西本願寺は布教の中
心を内地人にシフトしました。他方、台湾の
漢民族仏教徒の多くが禅宗信者であったこ
ともあり、臨済宗や曹洞宗などの禅宗は、一
定の影響力を与えることができました。

植民地期に西本願寺は台湾で信徒
を獲得することに成功しましたか？

1.

近年、台湾では歴史的建造物をリノベー
ション（改修）し、新たな価値を創造するとい
う試みが積極的に進められています。西本
願寺広場の場合、宗教をテーマとする公共
空間とすることにより、繁華街に憩いの場を
設けています。歴史的建造物に指定された
本殿台座は、台北市立文献館による歴史展
示スペース、図書館として用いられています。
別院の代表者たる輪番が居住した輪番所は
茶芸館となっており、畳、縁側を備えた木造
建築の中で「日本」を味わえる空間となって
います。樹心会館は元幼稚園や社会教育の
場であったことを考慮し、市民が活用できる
多目的ホールとなっています。

建物は修復後どのように
使用されていますか？
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